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令和２年度
全国学力・学習状況調査，ステップアップテスト

の問題について

算数科

徳島県教育委員会

全国学力・学習状況調査の目的

義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点か
ら，全国的な児童生徒の学力や学習状況を把握・分
析し，教育施策の成果を課題を検証し，その改善を
図る。

学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状
況の改善等に役立てる。

そのような取組を通して，教育に関する継続的な検
証改善サイクルを確立する。

全国学力・学習状況調査の結果から（平成31年度）

△図形の性質や構
成要素に着目し
他の図形を構成

△複数の数量
から必要な
数量を選択

◎台形を選ぶ

△日常生活の中か
ら目的をもって
立式する経験

◎600÷15を計算し
やすい式にする

全国学力・学習状況調査の結果から（平成31年度）

◎台形を選ぶ
１
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全国学力・学習状況調査の結果から（平成31年度）

△図形の性質や構成
要素に着目し，
他の図形を構成

・ずらす
・回す
・裏返す
分解や構成の経験
を豊かに

ー改善ー

全国学力・学習状況調査の結果から（平成31年度）

ずらす・回す・裏返す
分解や構成の経験を豊かに

例 第１学年
「かたちづくり」

ずらす

まわす

うらがえす

全国学力・学習状況調査の結果から（平成31年度） 全国学力・学習状況調査の結果から（平成31年度）
◎600÷15を計算しやすい式にする

除法の性質

３
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全国学力・学習状況調査の結果から（平成31年度）

△文脈から立式した
四則計算

日常生活の目的から
立式する経験

ー改善ー

２

全国学力・学習状況調査の結果から（平成31年度）

△文脈から立式した
四則計算

ー改善ー

２

単元名を安易に提示しない
意味を考えずに立式や解決。あてはめるだけに

たしざん ひきざん あまりのあるわり算
変わり方 小数のかけ算 小数のわり算
場合を順序よく整理して など

全国学力・学習状況調査の結果から（平成31年度）

△複数の数量から
必要な数量を選び，

立式する

・情報過多の問題
・伴って変わる数量
を見付け出す

ー改善ー

４

全国学力・学習状況調査の結果から（平成31年度）

伴って変わるものを
見付けることから
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問題１の解説 令和２年度

150×1.3
整数×小数

1000ｍ＝１ｋｍ
単位の換算

問題１の解説

何の何個分か

単位の意味

長方形の面積

求積の立式

問題１の解説

(4)の出題の趣旨

二つの長方形の長さを
比較し、長方形を縦に並
べる個数と横に並べる個
数の求め方と答えを言葉
や数を用いて記述できる
かをみる。

※数学的な考え方

問題１の解説

解答例

縦に並べる個数は240÷80＝３で、３個です。

横に並べる個数は300÷50＝６で、６個です。
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問題１の解説

解答例

横に並べる個数は
240÷80＝３で、３個で
す。
縦に並べる個数は
300÷50＝６で、６個で
す。

児童の身近な量に
置き換える場

実感を伴って
解釈できる

問題２の解説

図形の構成要素

問題２の解説

(2)の出題の趣旨

底面が正方形の四
角柱の構成要素や性
質を基に，示された
乗法の式の意味を言
葉や数を用いて記述
できるかどうかをみ
る。

問題２の解説

式の数が何を表
しているかを
解釈する場

式の意味や求め
方が明確になる
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問題２の解説

直径，円周，円周率の
関係の理解

問題２の解説

自由に角柱，円柱を
つくる場

主体的に目的をもって
底面や高さを
考察できる

教科書P218

(4)の出題の趣旨

示された場面におい
て，全体の大きさを求
めるために，一つ分の
大きさのほかに必要な
数値を見いだすことが
できるかどうかをみる。

問題２の解説 問題２の解説

日常の事象から
伴って変わる二つの
数量を探す場

伴って変わる二つの
数量を見付けること

ができる
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問題３の解説

分数の解釈・検討

問題３の解説

のいくつ分

問題３の解説

通分するときに
単位分数を

図，言葉，数で表す場

分数の概念を
形成することに
つながる

問題３の解説

(4)の出題の趣旨

示された考えを基に，数の
相対的な大きさを用いて，小
数の加法を整数の加法に直し
て処理する方法を言葉と式を
用いて記述できるかどうかを
みる。
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問題３の解説

振り返りの場

これまでの学習や生
活を振り返る

整数と小数のしくみ
を統合的に捉える
ことができる

問題４の解説

基準量と比較量の関係図

問題４の解説

(2)の出題の趣旨

示された棒グラフ
を基に，ほかの観点
で表している棒グラ
フを棒の長さに着目
して判断し，判断の
理由を言葉や式を用
いて記述できるかを
みる。

問題４の解説

資料を考察した後
他の観点で再度
考察する場

多面的・批判的に
考察できる
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問題４の解説

変化の特徴を読み取る

ステップアップテストの目的

徳島県独自の学力・学習状況調査を実施し，
児童の学習状況，課題等を把握・分析し，そ
れらを踏まえた学習指導の改善・充実等を促
進することにより，「確かな学力」の育成を
図る。

第４学年 問題５

(2)の出題の趣旨

条件が拡張された場面でも，
正方形の辺の長さのきまりを
適用し，説明できるかどうか
をみる。

第４学年 問題５

(2)の出題の趣旨

条件が拡張された場面でも，
正方形の辺の長さのきまりを
適用し，説明できるかどうか
をみる。自分で思いついたことを

図に働きかけることを促す

解決の筋道や思考の整理を
することができる
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全国学力・学習状況調査問題１

240m
300m

240m

３００÷５０＝６

２４０÷８０＝３

全国学力・学習状況調査問題２

１巻きの長さ

？ あとは，巻き数がわかれば

第５学年 問題１

できない

第５学年 問題１

正方形ならできる
・・・・・

だったら長方形でも
・・・・

できるかも
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第５学年 問題１

正方形ならできる
・・・・・

問題を解決するため
に必要な既習内容を

引き出す場

自ら必要な既習内容
を引き出してくるこ

とができる

だったら長方形でも
・・・・




